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第 11回通常総会開催される！ 5 月 19 日 産業会館にて 

 

 当会の総会が開催され、平成17年度の報告と 18年度の計画がすべて承
認されました。新たに選任された長崎会長は、今年度は 3 つのテーマに沿
い、前半は定例会、後半は分科会により調査・研究・提言を行っていくこと、
新たな会員を積極的に増やし、ベテランの会員と若い会員との間での交流と
研鑽を深めることなどの方針を発表しました。また、都市産研の特長を生か
し、今の相模原市に存在する課題に対する提言を、産業人の立場から積極
的に発信してゆくなどの抱負を述べました。 

清水前会長、2 年間の活動お疲れ様でした。 

■今年度の『3つのテーマ』とは何か？ 
◇18 年度役員◇ 

会 長：長崎克央 
副会長：原 保美、中村昌治 
理 事：坂田明久、中嶋幸夫 
会 計：吉田修一 
監 事：小島 明、白井憲二 

(1)「自立都市へ向けての 新“相模原市”づくりの提言」のフォローアップ 

昨年・一昨年、当会が取り組んだ提言の中で、たとえば「環境」「森林」「水源」などに

関する可能性やニーズが高いプロジェクトをさらに調査・研究し、会員企業間あるいは

外部の企業・団体等との協働によってその提言内容の実現を目指す。 

(2) 相模原市に関する「近未来予測年表」づくり 
相模原市に関する「近未来予測」について調査・研究し、その成果として年表をつく
る。それに沿って関係各機関に提言を行い、また会員各企業の戦略を立てる際の参考
となることを目指す。 

(3) 相模総合補給廠の一部返還用地の活用 

最近話題にのぼっている上記の件について、地元産業界の立場から提言を行う。 

これらについて、前半は定例会を行い、後半は分科会を行います。 

◇役員の素顔 （第 1 回）◇ 

会長：長崎克央 
（有）創夢設計 顧問･創業者 

◇ 
特技：ﾍﾞﾝｶﾞﾙ語、ｶﾚｰ作り 
趣味：人と会い、酒を飲むこと 
信条：前例の無いことを始める 
欠点：物忘れ、へそ曲がり？ 
尊敬する人：マハトマ ガンジー 
好きな歌手：忌野清志郎、ﾊﾟﾌｨｰ

■定例会予定 原則として第２月曜日の 18:30～ 商工会館にて行います 担当役員 

６月度 12 日（月） テーマ(2)について 相模原市に関する「近未来予測年表」づくり 原 保美 

７月度 10 日（月） テーマ(3)について 相模総合補給廠の一部返還用地の活用 中村昌治、吉田修一

８月度 7 日（月） テーマ(1)について 「自立都市に向けての新“相模原市”づくりの提言」
のフォローアップ 

坂田明久、中嶋幸夫

◇6月担当役員より一言 原 保美 
どうせやるなら、今後発足されるであろうプロジェクトや

まちづくりに役立つものを、と思っています。 
目標は相模の大凧（タタミ８畳ぐらい？）の大判年表をつ

くり、市役所ロビーに展示してもらいましょう。 

◇7月担当役員より一言 中村昌治、吉田修一

■６月定例会予告 

テーマ：相模原市に関する近未来予測年表づくり 

□1：目的：どんなことをするつもりか、これにはどんなメリット

がある（はず）か 
□2：手法：近未来とは何年後までか、分野や項目をどうする

か、どうやってつくるのか 
□3：期間：大まかなスケジュールづくり 

・・・などについて、皆さんのコンセンサスを得ながら、 
分科会の設立に向けてのキックオフを行います。 

5/19の総会での爆弾発言「相模原にカジノを建設？」 
皆さんでカジノをつくりましょう。 
（異論をお持ちや、反対の方も是非どうぞお越し下さい） 
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相模原商工会議所 総務課 総務係（萩原） 行 

平成 １８年 ６月    日

都市産業研究会 ６月度 定例会 出欠席連絡表 

６月１２日の定例会 に  
会社名    

出席  ・  欠席  します 
（いずれか該当する方に○をしてください） 

 
氏 名   

（当会は、定例会や分科会などの会合へ、会員以外の方々がｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰとして参加されることを常に歓迎しています） 


